



























































のひとつになることがしばしばである。」（Riley & Coolican 1999） 
 








































































































































































































































































































































































































それを Lazarusと Folkmanによるストレス・対処理論（Lazarus & Folkman 1984）の観
点から解釈している。 
 
 Lazarus と Folkman のストレス・対処理論によれば、心理的ストレスとは、「人的資源
に負担を負わせたり個人の資源を越えたり、また個人の安穏を危険にさらしたりするもの



































































得する）make sense試みにおいて、悲嘆する人々は、死の『物語』“the story” of death
を、それが彼、彼女の心に心地よくぴったりと当てはまるまで繰り返し語ろうとする。こ
のことは気持ちを和らげたり距離を取る効果を与え、悲嘆の緊迫感を減らす。これは理解
































































































































































































































なことをもたらすか？」という設問に、90%の回答者が同意している（The American public's attitudes 
toward organ donation and transplantation, February 1993, Prepared by The Gallup Organization, 
Inc.）。また、National Kidney Foundationの報告（2000年）では、臓器提供をした家族の 91%は、臓器
提供は肯定的な経験だったと述べている、としている。その理由はほとんどが、「肉親の死は無駄ではなか
ったことを知って満足した」、また「誰かを助けたことに満足している」からである（FOR IMMEDIATE 
RELEASE: National Kidney Foundation―Survey Says Gift of Life Gets High Marks from Organ 




保険と医療扶助資格基準」Criteria for hospital Medicare and Medicaid eligibilityは 1998年の改正で、





[5] 日本移植者協議会「『臓器の移植に関する法』改正の要望」2001年 http://www.jtr.ne.jp/katudou4.html 
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